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を
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こ
も
り
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策
を
推
進

　
「
全
国
屈
指
の
福
祉
先
駆
都

市
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
11

月
８
日
、
全
国
屈
指
福
祉
会
議

が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
有
識
者
や
委
員
ら
が
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
５
項
目
の
検
討

事
項
を
提
示
。
総
社
流
の
見
守

り
支
援
台
帳
整
備
を
は
じ
め
と

す
る
高
齢
者
世
帯
の
孤
独
感
か

ら
の
脱
却
、
救
急
か
ら
在
宅
ま

で
の
医
療
の
体
制
整
備
、
来
年

度
中
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
発
達

障
が
い
児
支
援
体
制
の
整
備
、

こ
れ
ら
の
拡
充
項
目
に
加
え
、

ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
脱
却
を
支

援
す
る
と
い
う
新
規
項
目
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
約
２
０
０

人
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
人
が

い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
き

こ
も
り
支
援
等
検
討
委
員
会
の

西
田
和
弘
委
員
長
は
、「
経
費
は

掛
か
る
が
、
数
人
が
ひ
き
こ
も

り
状
態
か
ら
脱
却
す
れ
ば
費
用

対
効
果
が
あ
る
」
と
財
政
支
援

　有識者から出た意見を聴
き、スピード感をもって行
動 に 移 す よ う に 市 長 か ら
指示が出された（写真左）。
全 国 屈 指 福 祉 会 議 の 体 制

（下図）

の
意
義
を
強
調
。
市
長
は
、「
ス

ム
ー
ズ
な
実
施
に
向
け
、
予
算

措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
」
と

言
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
事

業
の
ラ
ン
キ
ン
グ
目
標
を
掲

げ
、
他
市
と
比
較
し
て
、
さ
ら

に
内
容
を
深
め
て
い
く
よ
う
指

示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
会
は
取
り
組
み
状
況
を

報
告
。
高
齢
者
の
就
労
等
相
談

窓
口
開
設
後
の
登
録
者
が
25
人

に
増
え
て
い
る
こ
と
や
医
療
費

適
正
化
に
向
け
て
予
防
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
空

き
施
設
を
活
用
し
て
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
超
過
解
消

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
総
社

北
小
学
校
の
通
級
教
室
に
つ
い

て
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
た
め
、
本
格
稼
動

の
準
備
を
整
え
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課

（
☎
92
８
２
１
３
）

検討案件指示事項
ひきこもりからの脱却を支援
◎専門機関や地域と連携を図りながら、相談・就労支援体制の整備を行う
高齢者世帯の孤独感からの脱却
◎移動、買い物、居場所について、効率的・効果的な施策を生活支援サービスとともに実施
◎総社流の見守り支援台帳の整備を進める
◎介護予防の充実を図る
◎認知症の人への支援を重点的に進めていく

救急から在宅までの医療の体制整備
◎多職種の連携・協働体制をさらに深め、地域完結型の医療体制の整備を図る
◎２次救急を含めた拠点病院のあり方を検討し、民間による拠点病院整備の支援を行う
◎健康寿命を延ばすための予防活動の充実を図る

平成 29年度中に待機児童をゼロに
◎来年度中に、未就学児と小学１年生から３年生までの待機児童をゼロにする
◎保育士・放課後児童クラブ支援員を確保するための対策を講じる
◎井尻野幼稚園と総社保育所の認定こども園化を進める

発達障がい児支援体制の整備
◎総社北小学校に開設した特別支援教育推進センター「きらり」の機能を充実
◎特別な支援を必要とする子どもへの就学前から学齢期と社会参加まで、切れ目のない支援体制を整備
◎教育、福祉、医療、労働部局など関係機関が連携して支援する仕組みづくり
を構築し、総社流の仕組みを文部科学省のモデル事業へ申請する

■新規事項
■拡充事項

認知症の人にやさしい総社市を目指して
　認知症は特別な人に起こることではなく、誰にでも起こる可能性があります。さまざまな立場や年代の人
たちの力を生かし、認知症になっても安心して暮らせる地域をみんなでつくることが大切です。
　市では、SOS システムや、認知症サポーター養成講座を実施しています。認知症について、理解を深めて
みませんか。

認知症徘徊模擬訓練の実施
　認知症の人が自宅に帰れず行方不明や事故に遭うケースが増加し、深刻な社会問題になっています。
　認知症の人の行方不明は、家族や介護者だけで解決することはできません。安全に自宅に帰れるよう支援
する仕組みが必要です。
　市では、認知症の人が実際に行方不明になった場合を想定した模擬訓練を計画しています。一緒に企画・
活動していただける「認知症ボランティア」を募集しています。
■ SOS システムを活用した模擬訓練の開催
　日程　平成 29 年２月 17 日㈮（予定）

認知症サポーター養成講座
　60 ～ 90 分の講座を受講することで、どなたでもサポーターになることができます。
　認知症を理解し、認知症の人や家族を見守る「認知症サポーター」を一人でも多く増やし、安心して暮ら
せるまちをつくりましょう。
　場所　総合福祉センター（毎月）
　その他　会社や自治会など、10 人以上の参加があれば職員が出向いて随時開催します

申込先・問い合わせ　長寿介護課地域ケア推進係（☎� 8373）

SOS（そうじゃ おかえり サポート）システム
　認知症の人の家族を支える情報共有の市メールマガジンです。
　９月末には、291 人がメール登録をし、実際に SOS メールも送信されました。
　SOS メールを受け取り、周囲を見回していただくことで行方不明者の早期発
見につながります。ぜひ登録をお願いします。

鳥取地震の被災地に職員を派遣鳥取地震の被災地に職員を派遣鳥取地震の被災地に職員を派遣
　10 月 21 日に発生した、鳥取県中部を震源とする震度６弱の地震で被災
した鳥取県内の自治体に市職員を派遣しました。
　職員は、10 月 27 日から 28 日までと、11 月９日から 13 日まで、被災
建築物の応急危険度判定や、り災証明の発行などの作業に従事しました。
　今回の地震で総社市では震度３を記録。被害は報告されていませんが、
近い将来発生が懸念されている南海トラフ地震に備え、各家庭においても
避難経路の確認や保存食の備蓄を進めておきましょう。 被災建築物を確認して回る

問い合わせ　危機管理室（☎� 8599）

福島県相馬市を訪問福島県相馬市を訪問福島県相馬市を訪問
　昨年２月に、東日本大震災で被災した福島県相馬市と「災害時相互応援
協定」を締結したことを受け、自主防災組織や市の消防団から 20 人が、
11 月 10 日と 11 日に相馬市を訪問。復興状況を視察しました。
　一行は、防災倉庫や復興住宅、相馬市伝承鎮魂祈念館などを視察。相馬
市の消防団や自主防災組織との意見交換も行い、被災時の教訓も教わりま
した。また、立谷秀清相馬市長とも会談。立谷市長は、「災害時に全国から
訪れるボランティアをいかに適正配置できるかが重要だ」と述べました。東日本大震災後に造られた防災倉庫を見学
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